
神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
絶
句

）

語註・典掟・作詩メモ

あ
わ
て
て
履
き
物
を
二
さ
に
晨
く

こ
と
。

多
ヽ
い
で
由

て
行
き
、　
ヽ
か
ら

を
歓
逹
す
る
こ
と
に

い
う
。

名簿No. 1

結  句 転 句 ネ  句 た  句
詩

　

題林

下

共

書

共

解

顔

○ 寧

　

知
　

倒
　

雇
　

逹
　

朋
　

友

○ 今

宵

筑

月

洗

塵

簑

⌒
ノヽ 恙

疫

蔓

延

常

閉

開

●

● ○ ○ ● 林
孝
封
客

○ ● ● ●

○ ● ● ○

○ ● ○

● ○ ○ ●
側

韻
◎ ● ◎ ◎

読 み 下 し 夫

林
下
に
共
掛
す
れ
ば
　
共
に
解
顔

と

う

し
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

か

い
ず
く
ん
ぞ
妊
ら
ん
　
倒
羅
　
朋
友
を
４
え
ん
と
は

あ
わ

今
宵

の
咬
月
　
塵
寮

を
洗
う

恙
疫
蔓
延
し
て

と

常

に
関
を
聞
ず

林
亭
対
客

作
詩

曰

千
仄
式

今
和

三
年
十

一
月
七
日

仄
　
た
　
式

名

前

牛
出
　
無
彦

その4Lの メモ

1.2021.05.10

○



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
絶
匂

）

詰  句 縁  句 承  句 た  句
詩

　

題

林
亭
封
客

春

陽

派

所

笑

関

顔 ◎

閑

　

坐

孝

オ

典

我

ヽ
1

●

後

郁

蟻

梅

多

往

還 ◎

晴

夭

郊

外

歩

林

間 ◎

剛
　
韻

読 み 下 し 夫

登
聯
躍
る
４
継・わ
フtら
‐
つ

て
顔劣

を

開省

く

し
‐よ
う
Ｆ
い
　

　

　

か
ん
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
み
　

　

　

わ
れ

小
亭

に
関
坐
す
る
　
君
と
代

ふ
く
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
う
ば
い

醸

郁

た

る

蝋

梅
に

在■ お
4」■う
・

^か

麦範Lん
多還
し

職
だ

の
驚
ボ
　
利

歩ぷ

む

額
］
を

か

ん

紀
』藝
=て4 tヽ

:こ

て
鍼
「
き

`]じ

や

に

く

対ま
十

語註・典故・作諸メモ

課
題
詩

名簿L  2

作
詩

口

子

ス
式

今
秦
二
年
十

一
月

千
　
起
　
式

宇
野
次
郎

そのなしのメモ

2021.07.19第 1.5版

名

前



霜

飛

　

霜

が
降

る

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
舞
】

（
を
言
絶
句

）

名簿R  3

その他のメモ

結  句 転  句 ネ  句
詩

題不 ● Jシな
Иヒ ● 林 ○ 目 ●

覺 ● 樵 ○ ヤ ○
a″

ジ各 ●

林
子

封
残
'か

(ト

軒 ○ 水 ○ 孝 ○ 霜 ○

窓 ○ 邊 ● 樹 ● 飛 ○

花 ● 聞 ○ 歳・ 二 ●
:

月・ 淡 ○ 寒 ○ 木・ 」゛
‐
ノヽ

額窺 ◎ 熟・ 時 ◎ 泉 ◎

党懇

え

ず

軒 χ

け螢そ
′
'(1ヽ '

ぞ
月域
の

鶴
つ

を

=ユ/ヒ

樵

ろ
フ

し
よ

5カLき

く`

た

り
i最」
ミ
゛

り
て

閾t
→.お ダ
ロ|ハ、
′υ

熟:
し

澪
畔7稔
'  う

の

孝原

梼彙

歳∴

難
の

時喜

日
ひ

″゙お
ンるト

ち
て

霜七

飛
と

び

草 言

4■ そ
4｀

曜
つ

潔
争厭

ぅと,き
4卜:

に

対よ
」ト

9

作
詩

暉

千

仄
式

今
二

・
十

一
提
出
名

ユ円

岡
嗚

　
宣
昭



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
々
言
飽

匂

）

結 句 転 句 ネ 句 句こ
ヽ

■
ズ

詩

　

題黒

頭

今

共

台

頭

歳

● 朋

白

遠

ガ

米

二

喜

○

一

去

十

年

比

地

停

● 手

離

都

こ

住

林

孝

○

○ ● ● ○ 林
亭
封
朋

○ ● ● ○

● ○ ○ ●

● ○ ○ ●

○ ● ● ○
青

　
韻

◎ ● ◎ ◎

読 み 下 し え

黒
き
頭
今
共

に
自
き
頭

の
歳

と
な
る

朋
裏
方

よ
り
未
た
る
　
二
暮

な
り

一
去
十
年
　
比

の
地

に
停
ま
る

各
都
こ
を
離
れ
　
林
孝

に
住
よ
う

林
亭

朋

に
対
す

作

詩

ロ

千

仄
式

今
わ

二
年
　
十

一
月

子
　
起
　
式

名

ユ閥

島
格
　
幸
雄

静静 典炊・作詩メモ

表
現

と
し
て
効
果

が
あ
る
と
思

い
使

い
ま
し
た

皓

匂

の

「
頭

（
こ
う

べ
）‐
」
‐
曜
」
隠
」旧
‐し

く

し

ま

い
ま

し

た

が
′

‐

眸́
」
ド
い
陀
」
ぼ
‐
」
ト
レ
‐」

な

い
よ

ろ

こ
び

郡

已

（
と
ゆ
う
）

都
市

名簿No.

その他 のメモ

2021.07.19第 1.5版



語か 典故・作詩メモ

金
風

‥

風
+
り

け

て

・し

′
ヽ

り

ヽ，

こ

と

‥
酒

の

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
絶
句

）

名簿ヽ   5

その4Lの メモ

結 句 転  句 承 句 起 句

詩

題話 ○ ○
‐‐‐‐ 林 ○ 金 ○

題 ○ 二 ● 隙 ● 風 ○ 林
子
封
残"
イト

不 ● 親 ○ 酒 ● 媚 ●

壼・ 朋 ○ 楼 ○ 燿 ●

款 ● 集・ 旗 ○ 度 ●

談 ○ 佳 ○ 犠・ 璃 ○
ん

韻喧 ◎ 宴・ 翻 ◎ 園 ◎

読 み 下 ・し た

舞
題
」卜っ
ゴELき
ず
撻
→ゴζλ
口1潜L
_饉Pか‐
ユ暮
じす

一 大
‐・
. テ一́多
五

縁

じ
ミ

題t

佳

か

宴ゑ

|こ:

集害
い

潔
除聾

に

ジ酉
楼
の

,震こ

懺
和禁
フ え
●

露
藤
爆|:

絹ま
と

塔す

園ん

を

麦憲

澪
率
葬
"く

|こ

部
す

作
諸

疇

千

仄
式

Ｒ

３

・
１

１

・
１

千
　
た
　
式

名
ユ引

式

口
　

一
郎



名簿鼈  7
籐盆 。典キ 作識メモ

一
・・
輔

口

ヽ

ヽ

‐

その準Lの メモ

籍  旬 転  句 ネ  旬 鍵 句

諸

鷺鐙 ○ 林 ○ :i島 ● 威碑○

跛 ○ 下 ● 鐘 0
1昌
° 林
孝
彎
タ
4ト

鰺 ○ 壼 ● 今 ○ 紋 ○

詠 e 歓 ○ 麟 ○ 遂・

な
/ 0 骨

″ヽ
ノヽ 邊 ● 五1色i・

陽 ○ 締・ 釣 義 轟 ○ 尻

畿催
.轟■1

警‐
■■|■
_‐■ヽ 1
_■ |■|

覆 ‐●1■・,■■●1
■

永

■書‐
liI■ |‐‐

,議
|■11

1111:盤:

挨
・1■ |
..■・・■

■■●:●

■1■

読 み 下 し た

ミ
Cヽ

政こ
′ ヒ
υ

籍
1゛

鶴や
畿
す
れ
,ギ
VdL

夕苺
瞬ゞ
催妻
すふ

林
―r‐

塁‐

歓
警
尽
′
ヽ

す
骨
=籐ミ
の
;1驚

報,か
像鮭:δ
裏
｀

り
今滉

1

朗ぽ
.. ′

繰り
を
邊恥

つ
ィ′

ヽ

米
た

る

島l

動尋ず
遂ツヽ
ヽ
・

鐙
埃島
警

イ 鬼
,4渉′
｀` ■__
´ t.

り
~

林
學
家
,“Ⅲ

=ヽ
峙

対
す

締
荼
麟
摯
漢
崎
邊
盟
九
諸
畿
会

【
詩
箋
】

（
を
言
飽
彎

）

作
時

躊

子
ス
式

李
権

二
年
十
月

一
日

子
　
起
　
式

名

前

千
賀
康
雄



結  旬 転  句 ネ  句 起  句

○ ● ○

詩

通

〇 0 0 ○

○ ○ ○ ○

e ○ ○ e

○ ○ 0 ③

林
孝
対
客

○ ● e ○

丸

情

共

時

環

深

史 ◎

落

漏

知

ボ

雲

樹

念 ●

静

坐

林

學

濁

酒

傾 ◎

客

人

久

闘

暮

相

４ ◎

麦

鑽

hu

基簿聰   8

締
恭
藤
曝
漢
鋳
邊
霊
九
詩
難
会

【
諸
箋
】

（
を
言
飽
句

）

議静 典掟 “作時メモ

婁
樹

の
念

‥
友
を
想
う

こ
と
―

だ
れ
漢

ｏ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ

奏
彎

‥
繁

が
か
か
る
ほ
ど
轟
く
肇
え
る
繊

を)キ
κトャ
ク

ジ

ン
で

ュ

ウ

カ

ツ

人
久
闊

ダ

ク

シ

ュ
　
カ

タ

ム

濁
酒
傾
く

，

ク

ゲ

ツ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ウ

ン
ジ

ェ
　

　

　

ネ

ン

鏃
月
始
る
や
い
な
や
要
樹
の
念

―

ぷ'・
′ヽ トウ

情ζ
■L?
ア ヽモ

|こ

時
ヨ

ひ

て

深う
え3

:こ

多1:|チ

る

静姜
か
|こ

林 り

デイ

に
劇区ザ
」な

し

て

詩
し

羅ま
の

場色よ

み
事言
び
ヨ

相7
i=F劣

ヘ

」い
瘤:

デ::

蠣

作
詩

資

千

仄
式

千
　
起
　
式

李
和
二
年

一
一
月

十

轟 名

薫

その他のメモ

2021,07.191舅写1.5版
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結 句 転 句 ネ 句 た  句
詩

　

題
一

4ヽ

口
‐

葬
ハ

一ざ
~

4ヽ

裁

ｎ
Ｈ
■

多

二
　

臭

○ 詩

客

傾

筋

未

興

え

○ 録

樹

瓢

風

熱

熱

嗚

● 林
　
孝
　
静
　
盆
　
冷
　
途
　
清

○

○ ● ● ○ 林
亭
封
客

○
´ヽ
ノヽ ○ ○

● ○ ○ ●

● ○ ● ●

○ ● ● ○ 麦

韻
◎ ● ◎ ◎

読 み 下 し 夫 作
詩

ロ

千
仄
式

↑
ら
ず
裁
ら
ず

さ

ん

こ

う

　

　

い

た

二
え

に
列
る

し

　

か

く

さ

か

ず

き

か

た

む

　

　

　

　

き

ょ

詩
客
場
を
傾
け
　
興
、っ
　
　
　
ぃし
ょ

、っ
　
　
　
　
　
　
と

こ

ス
´

に
乗
ず
る
処

り

ょ

く

じ

ゅ
か

ぜ

　
　
　
ひ

る

が

え

録
樹
氏
に
瓢
リ

し

つ

し

つ

な

基

々
嗚

る

り

ん

て

い

せ

い

ひ

つ

林
孝
静
霊
に
し
て

シ金卜1
い

よ

い

よ

き

よ

し

逍

1゙隻

=ノ日

林
亭
客
に
対
す

今
わ
二
年

人
　
た
　
式

名

前

松
本
祐
輔

名簿ヽ    9

沖
漢
逹
　
九
詩
期
会

【
詩
箋
】（

北
言
亀
句

）

十

一
月

虫

4 ol&CI .* z

転
句
　
詩
客
高
談
靭
れ
洒

繕註・典故・作詩メモ

2021.07.19第 1.5版



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言
絶
句

）

皓 句 転 句 ネ 句 た 句

詩

　

題夕

　

陽
　
　
映
　
　
影
　
　
染
　
　
れ
　
　
顔

● 相

静

同

今

懐

往

事

○ 共

坐

林

争

鷲

落

斑

● 尋

永

薔

友

誘

脅

　

島

○

○ ● ● ○ 林
孝
封
客

● 〇 ○ ●

●
⌒
ノヽ ○ ●

● ○ ● ●

○ ● ● ○
側

　

韻
◎ ● ◎ ◎

読 み 下 し え

為舞
「陽
静
を
囃
し
て
郷
編
なば
奪
む

あ

い
か
た

相
語
から

い

日も
´

】

づ
じ
て
鶴
ギ

を
燃
う

業
に
ダ
す
製
ギ
寵
療
彎
な
り

た
号

‐

き
畿
　

　

き
，
う
ゆ
２

い
ざ
ん

尋
ね
未
る
旧
友
番
島

さ

そ

に

誘

う

り

ん

て

い

た

い

か

く

林
學
対
各

語註・共故・作詩メモ

€ Sr.ln 11

作
詩

ロ

千
仄
式

今
和
二
年
十

一
月
た
ロ

子
　
た
　
式

名

前

二
浦
昭

ニ

その他のメモ

za2t.oz.Le ffil.lffi.



名簿聰  12
語加 典故・作詩メモ

科
第

・
・
・
科
挙

に
同
じ

祝
筵

・
・
・
祝
宴

に
同
じ

賞

蔭

・
・
・
子
色
を
め
で
る
風
流
な

ヽ

結  匂 転  句 ネ  句 た  句
詩

題工 ● 薇 ● 激 ● 科 ○

端ト
づな
○ 伴・ 励 ● 第 ○ 林

子
封

客
後 ○

|

|

林
|

|

0 因
′Eblヽ
○ ノヽゝ

ヽア
●

4● 孝 ○ 師 ○ 格 ●

賞・ 40 気 ● 祝・

′ミ主 ○ ,J. a カ ● 筵 ○ 来

額同 ◎ 女 ●
■́‐

几 ◎ 終 ◎

読 み 下 し え 作
詩
日

な

年
十

月

十
日

″
4'

前

後
に
エ

壌ト
ラぐ

と
l
ノ`

て
主〔ι
え

賞
べS

同
じ

林
島
●

,´
V・ヽ

伴

そつ

れ

タ
メ「

に

し
よ

つ
じ
よ

4
つ

因ヽ
′`こゞ

夕I「
の

激
励
|

気
カ
几

登

第
)´
Vヽ

合
格
し

祝

延
終
わ

●

林
争
封
客

森
4ト

エ

彦

その化のメモ

賞

ヽ
日

エ
ー
妻
　
後

質

問

句

を
左

の

よ

う

に

ん

で
た

い
か

？

=籠
I,i ll構 1.:彙

神
漢
逹
　
九
詩
期
会
　
詩
箋
　
【を
言
飽
句
】



名簿陥.

神
奈
川
黒
漠
諸
建
盪
九
詩
鶏
会

【
詩
箋
】

（
を
言

筵

句

）

ネ吉 句 転  旬 承  句 起  句
詩

　

題

林
孝
封
客

余

生

ユ

願

察

康

縄 ◎

共

語

麟

杯

過

目

想 ●

一

種

尋

未

会

好

侍

満
　
出
　

饂
　
兼

らケ
_■
'4

■当「″
了'

ヽ

`
1

◎

ぶ
・ヨ
　
　
　
ロ羹り（

理
ズ

　

立
■

読 み 下 し た

余

軍■「
デ _

二乙―・;

ヽヽ

)´

セー

願、:

つ
、わ′.

ボ
摩′′1ヽ  .

網 :
あ
ιフ
ノ
′
‐
ノヽ

と

を

■LI
ハ

‐

に

=五
・

り
杯
を
針ヽ
ロデ
llξl

口 :

の

オ曰十
′ヽ♪.'

い

１

一
　

．１
１
　

●
●

７
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